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「象の鼻テラス活用業務委託」 

業務説明資料 

 

 

本説明書に記載した内容は本プロポーザルのみの設定条件とし、将来の業務実施の条件となるものでは

ありません。 

 

１ 件名 

象の鼻テラス活用業務委託 

 

２ 対象施設 

  象の鼻テラス（横浜市中区海岸通一丁目） 

 

３ 業務目的 

横浜市では、平成 16年（2004年）から、文化芸術の持つ創造性を活かしたまちづくりとして「文化

芸術創造都市施策」※を推進しています。これまで、創造性を基軸として都市の新しい価値や魅力を高

めるとともに、地域課題へのアプローチや人々の交流を促すまちづくりを進めるとともに、そのための

拠点として、歴史的建造物や公共空間を活かし、「創造界隈拠点」※として展開してきました。 

象の鼻テラス（以下「本施設」という。）は、横浜港開港 150 周年記念事業にあわせて再整備され、

平成 21 年 6月にオープンした「創造界隈拠点」の一つです。港湾施設としての無料休憩機能を備える

とともに、観光インフォメーションや展示ギャラリー等の日常利用のほか、ダンス・音楽をはじめとす

るパフォーミングアーツや、文化芸術にとどまらない多様で幅広い活動を展開してきました。また、象

の鼻パークを含む周辺空間を活用した屋外イベント等の事業も行い、文化観光交流拠点としての役割を

担っています。 

本施設においては、文化芸術をはじめ、クリエイティブな発想を活かした多様なプログラムを展開し、

子ども達をはじめとした、来街者の創造性や充足感を育む場として、横浜市が推進する創造的なまちづ

くりに寄与することが求められています。 

また、本施設が所在する象の鼻エリアは、臨港パークから山下公園まで約 5kmにわたる水際線の中に

位置し、日本大通りやみなと大通りなど、まちなかへとつながる主要道路とも接続しており、まちと水

際線を行き交う人々が集まる結節点として、非常に重要なエリアを形成しています。そのため、本施設

には、横浜市が進める水際線の魅力向上に向けた取り組み※の一環として、水際線の価値を高め、その

賑わいの創出に寄与する役割が期待されています。 

以上の背景を踏まえ、本公募では、本施設の特性を最大限に活かした運営を行い、都市の創造性と魅

力向上に寄与できる事業者を広く募集するものです。 

※参考資料 

 (1) 「文化芸術創造都市施策」について 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kanko-bunka/bunka/sozotoshi/outline.html 

(2) 「創造界隈拠点」について 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kanko-bunka/bunka/sozotoshi/sozotoshi/kyoten/kyoten.html 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kanko-bunka/bunka/sozotoshi/outline.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kanko-bunka/bunka/sozotoshi/sozotoshi/kyoten/kyoten.html
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(3) 「水際線まちづくりコンセプトプラン」について 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/toshin/suisaisen/conceptplan.html 

 

４ 業務概要  

(1) 業務の内容 

６「基本業務内容」および別表１「象の鼻テラス活用業務委託 業務概要」のとおり 

(2)  期間 

 ア 業務期間 

本業務の委託期間は 令和９年４月 23日から令和 10年３月 31日までとします。 

契約は単年度ごととし、最大５年間（令和 14年３月 31日まで）の契約更新を可能とします。 

イ  開業準備について 

プロポーザルにより選定された事業者（以下「事業者」という。）は、下記の期間において、内

装変更等を含む開業準備を行うことができます。 

【開業準備期間】 

令和９年１月 25日〜令和９年４月 22日 

ウ 履行場所 

象の鼻テラス（横浜市中区海岸通一丁目） 

 

５ 本施設活用の方針 

水際線の魅力を高め、都心臨海部のにぎわい創出に寄与する施設として、「水際線やまちを楽しむ人々

が憩い集う場」の安定的な提供と、「あそびとまなびによるにぎわい」を生み出すことを目指します。 

 

６ 基本業務内容 

(1) 無料休憩スペースの運営 

 港湾緑地における無料休憩所として、訪れる人たちが憩えるスペースを提供します。 

ア 開館時間 

 ・年中無休 

・開館時間は、原則、午前 10時から午後６時までとします。 

ただし、前後の時間については、ナイトタイムや早朝など幅広い時間帯での活用の観点から、利   

用者ニーズや運営計画を踏まえ、事業者が積極的に提案してください。 

イ 施設の基本機能および空間づくりの条件および視点 

 (ｱ) 条件 

   ・「無料休憩所」としての本施設の特性を踏まえ、利用者が気軽に入れるよう、開放感のあるエ   

ントランスをはじめ、サイン、フラッグ等を設置する等、来館しやすい環境を整えてくださ

い。 

   ・キッズエリアや授乳スペースなど、子どもや保護者が安心して過ごせる設備を整えてくださ

い。キッズエリアについては、施設内スペースを多様に活用できるよう、状況に応じて配置

や構成を変えられる、柔軟性の高い設置方法を検討してください。 

 (ｲ) 視点 

   ・親子だけでなく、大人も非日常を味わえる空間、施設のデザインや象の鼻パークのロケーシ

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/toshin/suisaisen/conceptplan.html
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ョンを活かし、来館者が快適さとくつろぎを感じられる空間を提案してください。 

・季節や時間帯に応じて施設の表情が変化するよう配慮するとともに、館内イベントや周辺で

行われる催しに応じて、雰囲気づくりを工夫し、多様な来訪者が足を運ぶきっかけとなるよ

うな運用を行ってください。 

   (ｳ) 内装整備について 

      ８(11)「施設計画」に記載のとおりとします。 

  ウ 象の鼻パークや屋上スペースとの一体活用 

・利用者のニーズやエリア全体の魅力創出の観点を踏まえ、象の鼻パーク（屋外）や屋上スペース

の活用も積極的に提案してください。（例：象の鼻パークへのテラス席の設置など） 

・具体的な利用範囲や手続きについては横浜市と協議のうえ決定することとします。 

エ 施設の運用に関する条件 

 ・入場料の徴収※や、飲食店舗の利用を条件にすること等により、特定の利用者に限定することは

できません。 

   ※６（３）エの場合を除く 

 

(2)  観光インフォメーション 

・観光インフォメーションとして、周辺観光施設およびイベント等に関する案内業務を実施するもの

とし、周辺施設で開催されるイベントチラシの配架や周辺マップの設置等を行うものとします。 

・観光客などの来訪者が周辺エリアをより楽しみながら回遊できるよう、まちの魅力をわかりやす    

く伝える観光案内コンテンツについても、自由な発想で提案をお願いいたします。 

   （例：周辺施設やイベントと連携したスタンプラリーやデジタルラリーの実施および協力など） 

 

(3) 自主企画事業の実施および協力事業コーディネートの実施 

・事業者は、年間を通じて自主企画事業を実施することとします（年 10回以上実施）。 

 また、他団体等が本施設を利用した事業（協力事業）を実施する場合の利用調整および企画の実施

をコーディネートすることとします。 

・自主企画事業および協力事業は、あわせて毎週末の頻度で実施するものとします。そのうえで、よ

り継続的かつ多面的に人を呼び込むためにも、既存の枠組みにとらわれない新たな企画手法や、地

域や周辺事業者等との連携強化を通じて、事業の実施頻度を一層向上させる工夫や仕組みを提案

してください。 

・アート、デザイン、建築、映像・デジタルメディア、コミュニティデザインなどの創造的手法を含

む様々な手法を検討のうえ、提案してください。 

 

ア 自主企画事業について 

 ・実施内容は、本公募の趣旨を踏まえたうえで、以下の【観点】のいずれかに寄与し、来館者が楽

しめるだけでなく、周辺エリアを含むまちづくりやエリアの求心力向上につながる取組を、事業者

が具体的に提案してください。 

 【観点】 

・子どもや親子が楽しみながら感性を育むことができる体験型プログラムの提供 

・趣味やライフスタイルを楽しむためのプログラムなど、利用者の余暇をより充実させるもの 
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・各分野のプロフェッショナルとの交流など、利用者の世界を広げ人生をより豊かにするもの 

・環境問題などの社会課題や共生社会について考えるきっかけとなる学びの場や体験機会の

提供 

   なお、提案にあたっては、ナイトタイムや早朝など幅広い時間帯での活用に加え、象の鼻パ

ーク（屋外）や屋上スペースとの一体的活用や、同パークで実施されるイベント等との連動

についても併せて検討し、提案してください。 

イ 協力事業コーディネートについて 

 ・他団体等が本施設の利用を希望する場合は、上記６(３)アの観点に加え、「回遊性向上」、「滞在

時間延長」の観点も踏まえて利用調整および企画の実施についてコーディネートすることとし

ます。公序良俗に反するものや、単に営利を目的とするものは利用させることができません。 

 ・事業者は、協力事業の主催者から施設利用料を徴収することはできませんが、企画実施に伴う施

設管理費や技術料等の実費負担相当分を徴収することができます。 

ウ 利用者からの料金徴収 

 ・無料とします（ワークショップ参加費等の実費を除く）。 

エ  施設の運用に関する条件 

  ・自主企画事業および協力事業として館内でイベント等を開催する場合、一般の利用者の休憩ス

ペースを常に確保してください。ただし、６（１）アの無料休憩スペース開館時間終了後はこの

限りではありません。 

 ・６（１）アの無料休憩スペース開館時間終了後、全館を利用して、音楽、ダンス、演劇等のイベ

ントを開催する場合には、月４日以内の実施としてください。観覧料等を徴収する場合は、横浜

市と協議することとします。 

オ 横浜市関連事業への協力 

 ・事業者は、横浜市主催事業、横浜市の政策に沿った事業、創造界隈拠点と連携した事業等につい

て協力することとします。 

 ・令和９年３月 19日から GREEN×EXPO2027 が、４月 23日から、第９回横浜トリエンナーレが開催

されます。事業者は、これらと積極的に連携することとします。 

 ・本施設は、文化芸術創造都市施策における創造界隈拠点の一つに位置付けられることから、事業

者は、本施設における事業を通じて、文化芸術創造都市施策の広報やプロモーションにも協力し

ます。 

カ 象の鼻パークや屋上スペースとの一体的活用 

 ・自主企画事業や協力事業の実施にあたっては、象の鼻パークや屋上スペースを含めた一体的な活

用についても積極的に提案してください。 

 ・プログラム内容に応じた象の鼻パークでのキッチンカーの出店など、飲食との連動を図る提案を

してください。 

・象の鼻パークおよび屋上スペースの具体的な利用範囲や手続きについては横浜市と協議のうえ

決定することとします。 

キ 周辺施設およびイベント等との連携 

 ・回遊性とまちとのつながりを意識し、象の鼻パークや水際線エリアに限らず「日本大通り」や「み

なと大通り」などのまちなかへ通じる道路沿いの施設やイベント等と連携して、にぎわい創出と

魅力向上につながる取組の提案を求めます。 
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 (4) 広報業務の実施 

・本施設の認知向上や来訪者の増加、水際線全体の魅力や発信につながる広報の提案を求めます。

（広報の例：パンフレット、チラシ作成、WEBサイトの制作・運営、SNSの運営、メディアへのリ

リース配信、館内でのイベント告知等）     

 

   (5) 飲食店舗、ショップ（物販スペース）の運営 

     事業者は、利用客を対象とした立地にふさわしい飲食店舗を運営することとします。また、利用

客を対象としたショップ（物販スペース）の設置についても提案することができます。 

    なお、飲食店舗、ショップ（物販スペース）については、本業務の委託範囲には含まれず、別途、

港湾局に対して、横浜市港湾施設条例（以下、「港湾施設条例」という。）に基づく使用許可の手続

を行うこととなります。 

また、事業者は、飲食店舗の運営に当たり、飲食店営業許可その他本提案の実施に必要な許可、

免許又は届出等について、関係法令を遵守の上、運営開始日までに取得又は完了し、適切な管理

体制のもとで営業を行うものとします。 

 ア 出店場所 

  ＜飲食店舗＞ 

   現状における出店位置は、別紙図面の２枚目「サービスルーム」部分です。 

URL:https://www.city.yokohama.lg.jp/kanko-bunka/bunka/sozotoshi/sozotoshi/kyoten/zounohana_kobo.files/080_kohyosiryo_shisetuzumen.pdf 

  ＜ショップ（物販スペース）＞ 

   無料休憩スペース内で、任意の場所を事業者が提案してください。 

 イ 店舗占有面積 

  ＜飲食店舗＞ 

    現状における占有面積は、約 20㎡です。 

    拡張が必要な場合については、具体的な内容を事業者が提案してください。拡張工事につい

ては、６（５）ケに従って実施することとします。 

    ＜ショップ（物販スペース）＞ 

    20 ㎡以内で、事業者が提案してください。 

 ウ 出店の用途 

  ＜飲食店舗＞ 

   飲食サービスを提供する店舗（酒販売は可）および事務所としますが、酒販売を主目的とする

ことはできません。なお、自動販売機の設置は不可とします。 

  ＜ショップ（物販スペース）＞ 

    雑貨や食品等を扱う物販スペースとします。自動販売機の設置は不可とします。 

 エ 営業時間 

   原則、年中無休 

午前 10 時から午後６時までをコアタイムの営業時間とします。前後の時間については、ナイ

トタイムや早朝など幅広い時間帯での活用の観点から、利用者ニーズや運営計画を踏まえ、事業

者が積極的に提案してください。 

 オ 出店の観点 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kanko-bunka/bunka/sozotoshi/sozotoshi/kyoten/zounohana_kobo.files/080_kohyosiryo_shisetuzumen.pdf
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   ＜飲食店舗＞ 

・提供するメニューについては、分かりやすい表示、一般的なものに加え、季節や時間帯、象

の鼻パークや周辺施設で開催されるイベント等を意識したものとし、利用者ニーズも踏ま

え、飲食面からも来館者の誘引につながるものを提案してください。 

・施設内で実施される各種プログラムや、象の鼻パークで開催されるイベント内容に合わせて、

ケータリング等を行うなど、プログラムと飲食を連動させることで、来場者の体験をより豊

かにする提案を求めます。 

   ＜ショップ（物販スペース）＞ 

   ・取り扱う商品については、来館者のニーズに合うものを提案してください。 

 カ 使用許可 

  ・事業者は、港湾局に対して、使用許可の申請書を提出し、許可を受けます。 

  ・使用を許可する期間は、店舗営業開始の日から当該年度の３月 31日までとします。 

  ・店舗の撤去に要する期間は、使用許可期間に含みます。なお、店舗の設置工事期間における使

用の取り扱いは別途定めます。 

  ・許可期間満了後、引き続き施設を使用する時は、期間満了の月の１か月前までに使用許可申請

書を提出しなければなりません。 

キ 使用料等 

・飲食店舗、ショップ（物販スペース）として使用する面積について、港湾施設条例および同施

行規則に定める使用料（１㎡／月 3,160円）を納入していただきます。 

  ・光熱水費、販売品のごみ処分費等は事業者が負担するものとします。 

ク 使用上の制限等 

・使用を許可された者は、常に善良なる管理者の注意をもって維持保存しなければなりません。 

      ・使用を許可された者は、使用を許可された期間中、使用を許可された物件を６（５）ウで指定

した用途以外に供してはなりません。 

      ・使用を許可された者は、使用を許可された物件について、修繕、模様替え、その他の行為をし

ようとするとき、又は使用計画を変更しようとするときは、あらかじめ書面をもって申請し、

承認を受けなければなりません。 

・使用を許可された者は、使用を許可された物件を他の物に転貸し、又は担保に供してはなりませ

ん。 

      ・店舗で発生した廃棄物および店舗で販売した商品・包装等から発生する廃棄物については、出

店者が自ら適切に処理することとします。 

    ・ガスおよび裸火は使用できません。 

     ケ 設置工事 

       ・出店者は、出店にあたり、提案した事業計画にもとづき、自らの責任と負担において、必要な

工事を行うこととします。 

      ・建物の構造上の安全性を損なう施工はできません。また、工事にあたり必要となる関係法令に

基づく許可申請および届け出等については、事業者の費用負担により、事業者が行うこととし、

許可申請および届け出等の不備等により損害が生じた場合には、事業者が負担することとしま

す。 

       ・設置工事については、工事開始前に、市と設計および施工の協議を行った上、市の承認を得る
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こととします。 

 ・本施設は国有地上にあることから、施設への施工を行う場合、市は、国への確認手続を行いま

す。（なお、申請手続きの標準処理期間は概ね３か月程度です。） 

      ・市は、工事終了後、履行確認の検査を行います。この検査に合格した後に工事が完了したもの

とします。 

       ・出店者が設置工事により設置した設備等については、出店者が自らの負担と責任において、維

持管理を行うこととします。 

       ・関係法令に基づく規制・指導、上記、国への確認結果等により、提案内容を実施できない可能

性があります。その場合、事業者は横浜市と協議の上、当初の事業計画を見直すこととします。 

 コ 設備の諸条件 

     別表２「設備諸条件一覧表」を参照してください。 

   

７ 業務実施に関する基本的な条件 

業務については、審査の結果、特定された者と業務委託契約を締結します。契約は単年度ごとにな 

りますが、業務の評価に基づき令和９（2027）年度から令和 13（2031）年度の最大５年間の契約更新を

可能とします。また、故意または重大な過失により市の財産に損害を与えた場合、法令違反があった場

合等は、翌年度以降の契約を締結しない場合があります。 

（1） 令和９年度以降の委託業務については、横浜市の当該年度の予算が議会の議決を経て確定した後、

当該年度の事業計画が決定することにより確定します。 

【参考】平成２年度～令和７年度の委託金額は、年間約 4,200万円（税込）です。 

（2） KPI の設定について 

・事業者は、本公募の趣旨および「市民の実感」を評価の土台にする「横浜市中期計画 2026～2029」

（素案）を踏まえ、市民目線を取り入れた KPIを設定し提案してください。 

・KPI の検討にあたっては、横浜市が創造界隈形成推進委員会での議論を経て作成したロジックモ

デルにおける最終インパクトである「地域経済活性化」および「都市ブランド向上」につながる

指標を設定してください。 

・具体的な数値目標を示す定量的指標に加え、事業の質的向上を把握するための定性的指標を併せ

て設定したうえで、提案してください。 

・KPI の設定に当たっては、自主企画事業や協力事業の実施頻度の向上など、今後の展開を視野に

入れた視点を盛り込んでください。 

  (3) モニタリング等について 

   ・事業者は、毎年度、事業計画書および事業報告書を作成し、横浜市へ提出することとします。 

    横浜市は、事業者から提出された事業計画書を基に国への申請を行います。あわせて、月に１回、

翌月に開催するイベント等の予定表および概要も提出することとします。 

国から指導・助言等により計画の修正が必要な場合には、事業者は横浜市と協議のうえこれに応

じることとします。 

・事業者は、横浜市と定例報告（月１回程度）およびミーティングを行います。詳細は、横浜市と

協議の上決定します。 

・横浜市は、本施設の運営状況について、モニタリングを実施します。事業者は、原則、年間１回、

本施設に係る附属機関である「創造界隈形成推進委員会」（以下「委員会」という。）の会議に出席
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し、事業説明、質疑応答などに協力します。委員会の意見に基づき、横浜市と協議の上、その内容

に沿った対応をお願いすることがあります。 

 

(4) その他注意事項 

ア 施設引継ぎ 

事業者は、４（２）「期間」記載の期間に速やかに業務が開始できるように、現事業者から引継

ぎを受けてください。 

イ 施設管理 

事業者から防火管理者を選任し、中消防署に届け出てください。 

横浜市は「施設管理業務」として上下水道・電気（通常利用分）・通信などの費用を負担します。

清掃、機械警備、保守点検などの業務は市が別の業者に発注する予定です。 

ウ 近隣公共施設との利用調整 

象の鼻パークをはじめ、赤レンガパーク、日本大通等、近隣の公共施設を利用する場合は、その

施設管理者と利用調整を行ってください。なお、日本大通活性化委員会へ加入していただきます。 

エ プロポーザルの性格 

本プロポーザルは、公募型により行います。また本プロポーザルは、与えられた条件下において

参加者の考え方や具体的な準備・運営に関する実力等を「提案」を通して評価し、受託候補者を特

定するものです。したがって、本業務の準備や運営については、当該受託候補者の提案どおりに実

施できない場合があります。 

 

８ 本施設について 

本施設を使用する際の諸条件は次のとおりです。詳細については、別紙図面（以下の URLからダウ

ンロードしてください。）をご参照下さい。        

URL:https://www.city.yokohama.lg.jp/kanko-bunka/bunka/sozotoshi/sozotoshi/kyoten/zounohana_kobo.files/080_kohyosiryo_shisetuzumen.pdf 

(1)  面積 

約 600 ㎡ 

（内訳）無料休憩スペース約 350㎡ 

（ショップを設置する場合については、このうち 20㎡の範囲で設定） 

カフェ（厨房） 約 20㎡ 

その他（トイレ・倉庫・管理室等）約 230㎡  

(2)  天井高 

３ｍ～５ｍ 

(3)  展示壁 

ア 約 50㎡（台形：幅 11.8ｍ×高さ 3.7～4.7ｍ） 

イ 約 47㎡（方形：幅 9.8ｍ×高さ 4.8ｍ、スライド扉含むため壁面厚みは一様ではありません） 

(4)  吊物バトン 

ア 開口 10.5ｍ × ２台 、 吊積載質量 300kg 

イ 開口  ５ｍ × ８台 、 吊積載質量 150kg 

(5)  床仕上げ 

外部用フローリング（一部 花崗岩） 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kanko-bunka/bunka/sozotoshi/sozotoshi/kyoten/zounohana_kobo.files/080_kohyosiryo_shisetuzumen.pdf
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(6)  遮光 

遮光ロールスクリーン（ただし完全遮光は不可） 

(7)  照明設備 

通常照明のダウンライトの他、展示用スポットライト 

(8)  電気容量 

ア 全館照明・コンセント 10ｋＶＡ 

イ 展示用照明 10ｋＶＡ 

ウ イベント用追加電源 30ｋＶＡ  

(9)  電気料金 

イベント等に伴い、８(8)ウを使用して発生する電気料金は事業者の負担となります。 

(10) 備品台帳 

現在設置されている備品については、別表３備品台帳のとおりです。 

 (11)  施設計画 

・施設は現状有姿での引き渡しとします。公表資料や貸与資料の各図面については、現地と相違  

している場合、現地が優先です。 

・横浜市は、事業者の提案に基づき、飲食店舗およびショップ（物販スペース）を除く、内装の整

備について別途委託により実施します。具体的な整備内容は、市と事業者が協議のうえ決定しま

す。なお、当該委託の上限額は約 800万円を想定しています。事業者がこの額を超える規模の整

備を希望する場合は、家具・什器の配置、装飾品の設置など建築躯体に影響しない範囲に限り、

事業者の負担で実施することができます。この場合の具体的な実施範囲については、市と事業者

の協議により決定します。 

・本施設は国有地上にあることから、横浜市は、施設への施工を行う場合、国への確認手続を行い

ます。（なお、申請手続きの標準処理期間は概ね３か月程度です。） 

・関係法令に基づく規制・指導、国への確認結果により、提案内容を実施できない可能性がありま 

す。その場合、事業者は横浜市と協議の上、当初の計画を見直すことができます。 

 

９ その他（無料休憩スペース、飲食店舗・ショップ（物販スペース） 共通事項等） 

 (1) 原状回復 

ア 業務委託契約が解除された場合、契約期間が終了した場合、横浜市が使用許可を取り消した場合、

もしくは使用許可期間が満了した場合には、事業者は、自己の負担で、横浜市の指定する期日まで

に使用を許可された物件を原状に回復して返還しなければなりません。ただし、横浜市が特に承認

したときは、この限りではありません。 

イ 事業者が原状回復の義務を履行しないときは、事業者の負担において、横浜市がこれを行うこと

ができます。この場合において、事業者は何らの意義を申し立てることができません。 

 (2) 本施設の屋上スペースや象の鼻パーク等の屋外を使用する場合は、横浜市港湾施設条例第 12条お

よび同施行規則第９条にもとづく許可が別途必要となります。 

   また、サイン・フラッグや、テラス席等の設置にあたっては、設置物の内容により、別途協議が必

要な場合があります。 

 (3) 駐車場は、象の鼻パーク内管理用駐車場運営要領に基づき、原則として一台分のスペースを使用で

きます。 
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 (4) 倉庫については、約 40㎡（屋外。８－(1)の面積に含まれています）が使用できます。  
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10 対象地の立地 

(1) 象の鼻地区（象の鼻パーク）の立地 

住所：横浜市中区海岸通一丁目 

 

 

(２) 日本大通り、みなと大通り等のまちなかへつながる主要道路と接続する立地 

 

 

新港地区 

みなとみらい 21地区 

山下ふ頭 

日本大通り駅 

馬車道駅 

象の鼻地区

大さん橋 

象の鼻地区

 

日本大通り 
みなと大通り 

水際線 
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(3) 象の鼻パーク平面図  

 

※ Ａゾーン南側に位置する多目的レストハウスが、「象の鼻テラス」となります。 
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（別表１）  

象の鼻テラス活用業務委託 業務概要 

各業務の内容 期待する提案内容・実績※１ 
参考予算※２ 

（税込） 

１ 管理運営業務   

4,200万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)  運営統括業務 

・施設の全体的な運用調整 

・年間運営計画書および報告書の作成 

 

○本施設活用の基本方針に基

づく５年間の施設運営のコ

ンセプト、KPI の設定 

○運営計画・施設計画※３ 

○管理運営体制 

（各業務の責任者およびスタ

ッフの配置計画） 

○収支計画（令和９年度） 

(1)管理運営業務、(2)プログラ

ム実施業務をあわせてご提案

下さい 

〇応募者の業務実績・組織体

制（ワークライフバランス

の取組） 

○観光インフォメーションの

計画内容 

(2) 施設管理運営業務 

    ・無料休憩スペース運営（原則、午前 10 時～午後

６時 ただし、前後の時間については事業者が

提案 
    ・観光インフォメーション 

・施設の安全管理 

・照明、音響機器等の点検、維持管理 

・清掃確認（トイレを含む本施設内全体） 

・小規模修繕 

・事務・経理手続  

ウ 施設広報業務 

・施設全体の広報計画立案・策定および実施 

 

○本施設の認知向上、来訪者

の増加、水際線全体の魅力

発信につながる具体的な広

報計画※４ 

２ プログラム実施業務  

(1) プログラム統括業務 

・事業計画および実施計画の立案・策定 
・事業実施にあたって必要な対外調整 
・事業のクオリティ管理 
・事業運営マニュアルの作成 
・事業実施時の照明・音響等機器の運用、監督 

 

○自主企画事業の計画内容 

 （左記の実施事業の観点の

いずれかまたは複数に該当

するもの） 

○協力事業コーディネートの

計画内容 

○事業の実施頻度を一層向上

させるための工夫や仕組み 

○幅広い時間帯での活用 

○象の鼻パークや屋上スペー

スとの一体的な活用、飲食

との連動 

○周辺のまちへの回遊を促す

ための工夫や仕組み 

○事業の実現性 

(2) 自主企画事業、協力事業コーディネート業務 

・自主企画事業および協力事業コーディネートによ

るプログラムの実施（毎週末実施） 

 

(ｱ) 自主企画事業（年間 10回以上） 

 事業実施の観点 
・子どもや親子が楽しみながら感性を育むこと

ができる体験型プログラムの提供 
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・趣味やライフスタイルを楽しむためのプログ

ラムなど、利用者の余暇をより充実させるもの 

・各分野のプロフェッショナルとの交流など、利

用者の世界を広げ人生をより豊かにするもの 

・環境問題などの社会課題や共生社会について

考えるきっかけとなる学びの場や体験機会の

提供 

 

 (ｲ) 協力事業コーディネート 

 コーディネートの観点 

上記「自主企画事業」の「事業実施の観点」に

加え、「回遊性向上」、「滞在時間延長」の観点も踏

まえて実施。 

○プログラムディレクターの

業務実績 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 事業広報業務 

・プログラムに係る広報の実施 

  

 

○本施設の認知向上、来訪者

の増加、水際線全体の魅力

発信につながる具体的な広

報計画 

 
 
以下については、業務委託の範囲に含まれませんが、本公募においては、一緒に提案してください。 

各業務の内容 期待する提案内容・実績※１ 参考予算※２ 
（税込） 

便益施設（飲食店舗・ショップ）運営業務  横浜市港湾施
設条例にもと
づく使用許
可。使用料金
は、１㎡/月
3,160 円 で
す。   
（業務委託で
はありませ
ん） 

・利用客を対象とした立地にふさわしい飲食店舗

の提供（店舗面積約 20㎡） 

 （必須条件とします） 

・利用客を対象としたショップ（物販スペース）の

設置（店舗面積 20㎡以内） 

 （事業者の提案とします（必須ではありません）） 

 

○本施設活用の位置づけや業

務目的を踏まえた運営コン

セプト 

○提供するサービスの具体的

な内容 

※１ 「期待する提案内容・実績」に基づく提案および実績を評価の対象とします。評価項目については

「提案書作成要領 11 評価項目」を参照してください。実績（応募者の実績およびプログラムデ

ィレクターの業務実績）については、提案書作成要領の様式８および様式９を使用してください。 

※２ 予算の考え方については、本業務説明資料「７ 業務実施に関する基本的な条件（１）」をご確認

ください。 

※３ 施設計画の考え方は、本業務説明資料、６(1)イ「施設の基本機能および空間づくりの条件および

視点」、６(5)ケ「設置工事」、８(11)「施設計画」を参照してください。 

※４ 広報計画は「管理運営業務」と「プログラム実施業務」をあわせてご提案ください。（広報活動の

例：パンフレット・チラシ作成、ＷＥＢサイトの制作・運営、ＳＮＳの運営、メディアへのリリー

ス配信、館内でのイベント告知・案内等。） 
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（別表２） 

設備諸条件一覧表  

 

 

 内 容 

建 

 

築 

既存仕上 ・床 ：コンクリート直押さえ＋塗り防水 

・壁 ：耐水ＰＢ素地 

・天井：エンボスケイカル板＋ＧＥＰ 

・高さ：3,192～3,278ｍｍ  

電 

 

気 

電源供給 ・既存：照明設備（ダウンライト９か所、非常照明１か所）、壁コンセント 100Ｖ15

Ａ×２ 1か所、証明用電気計器（子メーター） １か所、火災報知機 １か所 

・電灯・動力分電盤の設置を含む電気工事が必要となります。工事は事業者負担と

なります。 

・電気工事の実施にあたっては、設置する電気機器の使用電圧、容量の提示が必要

となります。 

 （電灯 単相３線式 100／200Ｖ 30ｋＶＡ以下） 

 （動力 ３相３線式 200Ｖ 35ｋＶＡ以下） 

通信設備等 ・電話・通信設備は空配管とボックスのみ設置済となっています。工事は事業者負

担となります。 

機 

 

械 

空調換気設備 

 

・設備あり。現在の設備を引き続き使用する場合は横浜市と協議 

衛 

生 

設 

備 

給水 

 

・設備あり。現在の設備を引き続き使用する場合は横浜市と協議 

・水道メーター設置あり。 

排水 

 

・設備あり。現在の設備を引き続き使用する場合は横浜市と協議 

ガス ・ガスは使用できません。 

そ

の

他 

駐車場 

 

・ありません。 

喫煙 

 

・室内は禁煙です。 

火気 ・裸火、ガスの使用は不可、熱源は電気のみとします。 
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（別表３） 

備品台帳 

 

整理 

№ 

品名 品質・形状・その他 数量 

1.  スツール アルテック社 E60 39 

2.  丸テーブル － 22 

3.  ドライヤー パナソニック EH-NA91 2 

4.  アイロン台 日立 HLN-CM 1 

5.  事務机 JTX 事務用袖机 ライトグレー 20L-167FN 1 

6.  脚立（9尺） ハセガワ TOP-27 1 

7.  脚立（6尺） ハセガワ RC-18L 2 

8.  ３段キャビネット ロアス RWX-F510W 2 

9.  パーテーション 林製作所 ZIPLINKⅡ YSNP100L ライトグレー 2 

10.  ロッカー（4連） トヨセット スタンダードロッカー4人用 ESLK-4 1 

11.  ロッカー トヨセット スタンダードロッカー6人用 ESLK-6 2 

12.  傘立て カメヤマ I351-21-90 丸型 1 

13.  ファイルキャビネット オカムラ 8VS11R Z924  1 

14.  長テーブル オカムラ 8184NX-MB12 4 

15.  置き型フィッティングルーム 大豊ディスプレー 924399 2 

16.  キッチンラック 白井産業 MIR-1260SL 1 

17.  本棚 白井産業 SLF-1890 Ⅳ 3 

18.  ゴミ箱 
アイリスオーヤマ BPW-780D 

キャスター無し 
1 

19.  サニタリーボックス レック トイレポット B-735   8 

20.  ホームコーナー テラモト CM-018回転蓋 SU-296-505-0   8 

21.  キャリングハンガー ジョインテクス PK-W1200 2 

22.  ドレッサー ジャスト 60ドレッサー（椅子付） 2 

23.  スチール棚 オカムラ A型オープン棚 63X5AQ-Z269 4 

24.  
すいとるクリーン 

（傘 雫取り器） 
有限会社日ノ出 STC-S2 ステンレスタイプ ３ 

25.  ダストボックス 内田洋行 TB-12型（ベールグレイ） 1 

26.  ロールスクリーン 
トーソー マイテックループ チェーン式 ベーシックアクア TR-

7059 
1 

27.  3段キャビネット イトーキ  1 

28.  テレビ壁掛けユニット シャープ 1 
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29.  1kwフレネルスポットライト 
丸茂電機・FQH-100WS1-16RC2 

落下防止ワイヤー、フィルターホルダー、17φダボ、C20P 
10 

30.  ソースフォー36° 
ETC社・ETC-436FL 

落下防止ワイヤー、フィルターホルダー、17φダボ、C20P 
2 

31.  
ソースフォー用アイリスシャッ

ター 

ETC社・アイリスシャッター 

完全遮断タイプ 
2 

32.  
スマートフェード 48ch メモリー

卓 
ETC社・ETC-SF1248 1 

33.  スマートバー2回路×10A C型 ETC社・SB-10M-C 6 

34.  C型 30A延長ケーブル（5m） 丸茂電機・CBL-C3C3-5 6 

35.  C型 20A分岐ケーブル（2m） 丸茂電機・BRC-C2/2C2 4 

36.  DMX512ケーブル（10m） 東芝ライテック・AL-EXSR-10D-2 4 

37.  パターンホルダーＡ ETC社・ETC-S4-400PH-A 2 

38.  STハンガー 丸茂電機・HAS2 18 

39.  C型 30A延長ケーブル（2m） 丸茂電機・CBL-C3C3-2 6 

40.  C型 20A延長ケーブル（2m） 丸茂電機・CBL-C2C2-2 10 

41.  C型 20A延長ケーブル（5m） 丸茂電機・CBL-C2C2-5 10 

42.  DMX512ケーブル（2m） 東芝ライテック・AL-EXSR-2D-2 8 

43.  桟敷席用座布団 座布団本舗 レザーオールマイティー L-1463 70 

44.  冷蔵庫 ナショナル NR-B171W 1 

45.  キーケース ジョインテクス B080J 40個用 1 

46.  防災セット シナジーインターナショナル E056541H 1 

47.  マイクスタンド K&M ST201/2B 2 

48.  マイクケーブル（10m） CANARE・EC10 10m 5 

49.  マイクケーブル（20m） CANARE・EC20 20m 5 

50.  スピーカケーブル CANARE・SC20-NL 20m 8 

51.  同上用中継アダプタ NEUTRIK・NL4MMX 4 

52.  スピーカ EV Sx300 4 

53.  スピーカスタンド K&M 21300 4 

54.  マイクロホン SHURE SM58SE 4 

55.  ミキサー YAMAHA IMX644 1 

56.  ワイヤレスハンドマイク Victor WM-P970 2 

57.  パワーアンプ YAMAHA XP2500 2 

58.  液晶テレビ シャープ AQUOS LC-60US20 1 

59.  デジタルカメラ NIKON D40 1 

60.  レンズ NIKON AF-S DX ED18-55mm/3.5-5.6G 1 

61.  デジタルビデオカメラ － 1 
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62.  ノートパソコン 
ヒューレットパッカード製 

P8600 ハイパフォーマンスモデル NH405PA#ABJ 
1 

63.  PCソフト Microsoft Office Standard 2007 1 

 

 


